
患者は６９歳，男性。排便時の出血が頻回となり消化管

の精査を行ったところ，内痔核からの出血であった。痔

核の脱出も頻回になったため硫酸アルミニウムカリウ

ム・タンニン酸配合液（ALTA）硬化療法を行った。そ

の２ヵ月後から出血再発を繰り返したが，出血の原因と

なった痔動脈は１時方向に存在していた。１時方向の痔

動脈は第４の痔動脈と言われ５８．６％で認められているが，

あまり認識されていない。痔核に流入する血管を正確に

把握した上で ALTA４段階注射を行うことが治療成績

を上げるためには重要と考えられたため，現在はドップ

ラー血流計で痔動脈を確認してから ALTA療法を行っ

ている。

はじめに

硫酸アルミニウムカリウム・タンニン酸配合液（ALTA）

による内痔核硬化療法は，出血や脱出を伴う内痔核に有

効な治療法である１‐３）。痔動脈は，３時（左側方），７時

（右下方），１１時（右上方）を走行しているため，これ

らの３か所が痔核の好発部位となり，これらの好発部位

を中心に痔動脈（上直腸動脈の分枝）に沿って４段階注

射法（第１段階：痔核上極部の粘膜下層，第２段階：痔

核中央部の粘膜下層，第３段階：痔核中央部の粘膜固有

層，第４段階：痔核下極部の粘膜下層）を行っている。

しかし，１時（左上方）にも５８．６％の頻度で痔動脈は認

められ，第４に痔動脈と言われているが，その存在はあ

まり認識されていない４）。われわれは初回 ALTA硬化療

法（３，７，１１時に４段階注射施行）の２ヵ月後から下

血再発を繰り返し，その出血源が第４の痔動脈（１時の

痔動脈）と思われた症例を経験したので，若干の文献的

考察を加えて報告する。

症 例

患者：６９歳，男性

主訴：下血，ふらつき

既往歴：３０歳頃に内痔核で手術（詳細不明）

現病歴：１０年前から排便時に痔核の脱出があり，数ヵ月

ごとに下血を認めていた。そのたびに，市販の坐薬を使

用して下血は３日くらいで止まっていた。しかし，歩行

時にも脱出を認めるようになり，下血がとまらないため

近医を受診。消化管の精査後，痔核出血による著明な貧

血と診断され，ALTA療法目的で当院に紹介された。

血液・生化学検査（表１）

著しい鉄欠乏性貧血を認めた。出血，凝固系の異常は認

められなかった。

初診時肛門鏡検査（図１A）

７時から１０時の痔核がやや小さくなっており血栓を認め

たため，出血源と判断した。

臨床経過（表２）

初診時に著しい貧血を認めていたので，濃厚赤血球４単

位輸血を行った後 ALTA療法を行った（図１B）。ALTA

療法施行翌日から痔核の脱出と排便時の出血は消失して
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表１：血液・生化学検査

WBC ３５００／μl LDH １１６U／L

RBC ３１９x１０４／μl BUN １１mg／dl

Hb ６．３g／dl Cr ０．７９mg／dl

Ht ２２．１％ FE １２μg／dl

Plt ２６．７x１０４／μl フェリチン ５ng／ml

AST １４U／L 出血時間 １．５分

ALT ８U／L PT １１．０秒

γ-GTP ４１U／L APTT ２５．８秒
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いた。しかし，初回 ALTA療法後２ヵ月目に再度排便時

出血を認めた。再発時の肛門鏡検査にて１１時から２時に

かけて結節状の痔核の腫大と脱出を認め，Hermann線上

に拡張した血管を認めたため出血源と判断した（図２A）。

２回目の ALTA療法を行った（図２B）。しかし，排便

時の出血はほとんど改善しなかった。肛門鏡検査にて１１

時方向と１時から４時にかけて痔核を確認（図３A）。

直腸診にて１時方向に強い動脈の拍動を触知した。１時

方向から流入する血管を意識しながら３回目の ALTA

療法を行った（図３B）。その後排便時出血はなくな

り，３回目の ALTA療法後６ヵ月経過したが，出血，

脱出による再発は認めていない。

考 察

硫酸アルミニウムカリウム・タンニン酸配合液（ALTA）

による内痔核硬化療法は，痔核の出血や脱出に有効な治

療法である１‐３）。ALTAの有効成分である硫酸アルミニ

ウムカリウムは，注入された痔核組織内にて血管透過性

を亢進させ血漿成分が血管外に漏出することで痔核組織

内の血管を収斂し止血および痔核を縮小させる。さらに

無菌性炎症を介した持続的な線維化により，痔核組織を

粘膜層，粘膜下層の筋層へ癒着・固定させ，非観血的に

硬化退縮させることができる５，６）。当院では２００７年４月

から ALTA療法を行っている。われわれの治療成績で

は，ALTA療法施行１ヵ月後には痔核からの出血や脱

出といった症状は１００％改善しており，１年後の再発率

は１０．７％であった７）。本症例では，ALTA療法施行２ヵ

表２：臨床経過

図２：再発時の肛門鏡検査と治療
Ａ：肛門鏡にて前方に結節状の痔核脱出を認め，Hermann

線上に拡張した血管を認めた（黒円の部分）
Ｂ：再発時の ALTA４段階注射法

図３：再々発時の肛門鏡検査と治療
Ａ：１１時方向と１時から４時方向に痔核を認めた。１時の

方向にしっかりとした拍動を認めた（黒線の部分）
Ｂ：再々発時の ALTA４段階注射法

図１：初回治療時の肛門鏡検査と治療
Ａ：肛門鏡にて７時から１０時の痔核がやや小さくなってお

り血栓を認めたため，出血源と判断した
Ｂ：初回時の ALTA４段階注射法
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月後に出血再発を認め，その原因として，１時の痔動脈

から痔核への血液の流入が考えられた。一般的に痔動脈

は，３時（左側方），７時（右下方），１１時（右上方）を

走行しているため，これらの３か所が痔核の好発部位と

なり，これらの好発部位を中心に４段階注射法が行われ

ている。われわれもこの認識の下で４段階注射法を行っ

てきた。しかし，もう１本，１時方向（左上方）にも

５８．６％の頻度で痔動脈は認められ，第４の痔動脈といわ

れているが，その存在はあまり認識されていない４）。本

症例においても，１１時から２時にかけて認められた痔核

に対して１１時方向に第１段階を打っていた。しかし，１

時方向から痔核に流入する血流が残ったために出血再発

した可能性が考えられた。

本症例を経験し，現在われわれはより正確な ALTA療

法を行うために，ドップラー血流計（VTIサージカル

ドップラー II：村中医療器）を用いて痔動脈の位置を確

認している。平成２２年１２月からドップラー血流計を使っ

た ALTA療法（ドップラーガイド ALTA（DGALTA）

療法）を２３例に行った。DGALTA療法は，１．肛門周

囲に局所麻酔を行った後，Z式肛門鏡を挿入し Hermann

線より１～２cm口側の直腸粘膜にドップラー血流計の

プローブの先端をあて，血流信号を確認（図４A）２．血

流信号のあった辺りを意識しながら第１段階を注射し，

その後は通常の４段階法を施行する（図４B），といった

手順で行っている。DGALTA療法施行時に確認した痔

動脈は，３本が３例（１３．０％），４本が１５例（６５．２％）で

あった。今後さらに症例を追加して検討する必要がある

が，第４の痔動脈は半数以上で存在していると考えられ，

ALTA療法を行う上で治療成績を向上させていくため

には十分認識する必要があると考えられた。

結 語

ALTA硬化療法後に出血再発を繰り返した症例を経

験した。出血源として第４の痔動脈と言われている１時

方向の痔動脈の可能性が示唆された。本症例を経験した

後，ドップラー血流計を使って痔動脈の位置を確認して

から ALTA４段階注射を施行している。

なお本論文の要旨は第１９回徳島外科術後管理研究会に

て報告した。
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図４：ドップラーガイド ALTA（DGALTA）療法
Ａ．ドップラー血流計で「シュッシュッ」という動脈性の

拍動音を確認し，腫大した痔核に流入する痔動脈の位
置を認識する

Ｂ．痔動脈の位置を意識しながら腫大した痔核に対して
ALTA４段階注射法を施行する
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Bleeding from the fourth hemorrhoidal artery after ALTA sclerosing therapy for internal
hemorrhoids : a case report
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SUMMARY

A６９-year-old man was referred to our hospital for aluminum potassium sulfate and tannic acid

（ALTA）sclerosing therapy for bleeding internal hemorrhoids. After two months from the first

ALTA sclerosing therapy, he had recurrence with bleeding on defecation. The ALTA injection on

the left anterior hemorrhoidal artery（one o’clock position）stopped bleeding. One o’clock position

hemorrhoidal artery existed in５８．６％ and called fourth hemorrhoidal artery. We first recognized

pulsation of hemorrhoidal artery by the Doppler ultrasound probe and then we performed ALTA

sclerosing therapy.

Key words : aluminum potassium sulfate and tannic acid（ALTA）, bleeding, internal hemorrhoids,

fourth hemorrhoidal artery

宮 本 英 典 他１６８




